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２
０
０
名
を
超
え
る
参
加
で
盛
況

新
支
部
長
に
村
瀬
氏
が
就
任

　

今
年
度
の
総
会
は
、
６
月
９
日

（
土
）、
昨
年
と
同
様
ル
ブ
ラ
王
山
に

て
、
来
賓
・
会
員
・
学
生
合
わ
せ
て

２
０
６
名
の
参
加
を
頂
き
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
会
員
と
現
役
学

生
の
接
点
と
い
う
こ
と
で
、
現
役
の

学
生
も
参
加
し
て
も
ら
う
と
い
う
新

た
な
試
み
を
行
い
ま
し
た
。
現
役
の

学
生
は
将
来
の
会
員
で
あ
り
、
若
い

会
員
を
増
や
す
好
機
と
考
え
ま
し

た
。
現
役
の
学
生
に
は
、
先
輩
会
社

へ
の
企
業
訪
問
が
一
度
に
で
き
る
好

機
と
し
て
捉
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
総
会
前
の
10
時
か
ら
会
員
に
よ

る
「
業
界
研
究
会
」
と
い
う
名
称
で
、

自
社
の
説
明
や
社
会
人
と
し
て
の
心

構
え
、採
用
試
験
等
の
説
明
が
あ
り
、

11
名
の
学
生
が
メ
モ
を
取
り
な
が
ら

熱
心
に
聞
い
て
い
る
姿
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
の
総
会
・
懇
親
会
に
は

そ
の
う
ち
の
８
名
の
学
生
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
参
加

者
が
少
な
い
年
代
で
あ
っ
た
大
学
40

回
以
降
の
若
い
会
員
が
積
極
的
に
名

刺
を
配
り
、
学
生
の
質
問
攻
め
に
合

う
姿
が
う
か
が
え
、
従
来
比
較
的
静

か
で
あ
っ
た
懇
親
会
会
場
の
後
方
部

分
が
、
会
場
の
中
で
も
一
番
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
総
会
・
懇
親
会

の
司
会
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
大

学
58
回
卒
の
中
島
真
理
さ
ん
が
務

め
、
本
年
は
２
回
目
と
い
う
こ
と
も

あ
り
大
変
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
ま
し

た
。２

０
０
名
を
超
え
る
参
加
で
盛
況

新
支
部
長
に
村
瀬
氏
が
就
任

　

総
会
で
は
、
冒
頭
に
陵
水
会
員
の

物
故
者
に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
森
夲

支
部
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
さ
れ
佐
和
学
長
か
ら
ご

挨
拶
を
頂
い
た
後
、
会
計
報
告
・
監

査
報
告
が
な
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
支
部
の
活

動
状
況
報
告
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
運

用
報
告
・「
陵
水
亭
」
の
ご
案
内
を

含
む
）
の
後
、
平
成
24
年
度
予
算
案

報
告
の
承
認
後
、
支
部
年
会
費
・
本

部
年
会
費
の
一
括
口
座
引
落
制
度
の

説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本

年
度
は
役
員
改
選
年
次
で
、
４
年
間

支
部
長
と
し
て
名
古
屋
陵
水
会
に
尽

力
さ
れ
た
森
夲
氏
に
代
わ
り
、
新
支

部
長
に
大
学
15
回
の
村
瀬
氏
が
推
薦

さ
れ
た
の
を
始
め
新
役
員
が
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
村
瀬
新
支

部
長
の
力
強
い
就
任
挨
拶
の
後
、
佐

和
学
長
に
よ
る
講
演
会
で
総
会
の
部

を
終
了
し
ま
し
た
。
会
場
を
変
え
た

懇
親
会
は
例
年
通
り
陵
水
男
声
合
唱

団
の
コ
ー
ラ
ス
で
始
ま
り
ま
し
た
。

続
い
て
戸
田
陵
水
会
理
事
長
か
ら
、

大
学
の
現
状
・
就
職
状
況
等
の
詳
細

な
説
明
を
含
ん
だ
ご
挨
拶
を
頂
い
た

後
、
倉
坪
副
支
部
長
に
よ
る
乾
杯
を

皮
切
り
に
歓
談
へ
と
進
行
し
、
し
ば

ら
く
旧
交
を
温
め
た
後
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
パ
ー
ト
Ⅰ
に
移
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
も
佳
境
に
入
り
大
合
唱
で

は
彦
根
高
商
校
歌
・
偲
聖
寮
寮
歌
・

琵
琶
湖
周
航
の
歌
を
全
員
で
高
ら
か

に
歌
い
あ
げ
ま
し
た
。
来
年
度
幹
事

で
あ
る
26
回
生
の
決
意
表
明
が
行
わ

れ
た
後
、
最
後
に
出
席
者
最
高
齢
の

高
商
20
回
卒

榊
原
明
様
に

中
締
め
と
万

歳
三
唱
の
音

頭
を
と
っ
て

頂
き
、
会
は

盛
況
の
う
ち

に
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。
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ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン

パ
ー
ト
Ⅰ

は
地
元
名

古
屋
出
身

の
新
進
演

奏
家
の
中

川
さ
ん
の

「
電
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」
の
演
奏
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
照
明
を
落
と
し
て

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
浮
か
び
上
が
る
と

い
う
珍
ら
し
い
趣
向
で
、
そ
の
演
奏

に
多
く
の
人
が
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
「
年
次
別
席
次
か
ら
部

活
動
別
席
次
へ
」
と
い
う
席
替
え
タ

イ
ム
と
い
う
新
し
い
試
み
が
行
わ

れ
、
皆
さ
ん
の
懇
談
が
一
段
と
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
全
国
大
会
に
出
場

し
た
大
学
57
回
久
米
さ
ん
の
「
剣
道

に
賭
け
た
青
春
」
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ

り
ま
し
た
。
剣
道
部
Ｏ
Ｂ
会
会
長
の

大
学
15
回
杉
本
佳
彦
氏
が
飛
び
入
り

で
、
久
米
さ
ん
の
戦
績
を
発
表
す
る

場
面
も
あ
り
、
陵
水
会
員
に
と
っ
て

「
部
活
は
ま
さ
に
青
春
そ
の
も
の

だ
っ
た
」
こ
と
は
、
多
く
の
会
員
共

通
の
思
い
で
あ
っ
た
気
が
し
ま
す
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
Ⅱ
は
、
新

た
に
企
画
し
た
各
種
予
想
ク
イ
ズ
の

結
果
発
表
で
あ
り
ま
し
た
。

予 想 ク イ ズ 結 果

大学35回　志賀康仁

大学35回　志賀康仁

昭和40年卒　昭和50年卒

軟式テニス部

小倉ゼミ

明和高校　刈谷高校

89.46円

14枚

13名

18名

16名

11名

１．‌�当日の対ドル円レート予想１位

２．‌�名刺交換数１位

３．‌�卒業年次１位

４．‌�最多部活動

５．‌�最多ゼミ

６．‌�最多出身校

　

初
め
に
、

原
子
力
発
電

の
占
め
る
割

合
、世
界
エ

ネ
ル
ギ
ー
起

源
CO2
排
出
量

に
関
し
、各

種
の
グ
ラ
フ

を
使
用
さ
れ
て
、そ
の
ポ
イ
ン
ト
が

説
明
さ
れ
、そ
の
後
以
下
の
本
題
に

入
ら
れ
た
。

「
福
島
原
発
は
人
災
で
あ
っ
た
の

か
？
」

　

効
率
化
と
安
全
は
ト
レ
ー
ド
オ
フ

関
係
に
あ
る
が
、日
本
で
は
官
民
挙

げ
て
原
子
炉
の
寿
命
延
長
と
連
続
運

転
期
間
延
長
に
走
り
、安
全
へ
の
備

え
が
疎
か
に
な
っ
て
い
た
。

　

こ
う
い
う
状
態
で
、東
日
本
大
震

災
で
福
島
原
発
事
故
が
発
生
し
た
の

で
は
な
い
か
。

「
こ
れ
か
ら
の
原
発
の
在
り
方
」

そ
の
１
…
「
絶
対
安
全
」は
あ
り
得

な
い
を
大
原
則
に
し
て
、国
が
責
任

を
持
っ
て
原
子
力
規
制
庁
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
答
え
を
出
す
べ
き

そ
の
２
…
原
発
は「
絶
対
安
全
」で
は

な
い
と
の
認
識
の
も
と
、原
発
を
巡

る
シ
ス
テ
ム（
国
の
政
策
と
企
業
の

行
動
）の
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
を
高
め
る

必
要
が
あ
る
。ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
と
は

⇒

あ
る
系
が
応
力
や
環
境
の
変
化
と

い
う
外
乱
の
影
響
に
よ
っ
て
変
化
す

る
こ
と
を
阻
止
す
る
内
的
な
仕
組
み

そ
の
３
…
原
発
を
ど
こ
ま
で
減
ら
せ

る
か
壮
大
な
社
会
実
験
が
進
行
中
＝

ど
こ
ま
で
節
電
が
可
能
か
を
試
し
な

が
ら
、経
済
的
措
置
を
総
動
員
し
て

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」の
活
用
が

必
要

「
グ
リ
ー
ン
経
済
へ
の
歩
み
」

そ
の
１
…
20
世
紀
は
電
力
・
石
油
の

世
紀
で
、電
力
の
大
量
供
給
を
可
能

に
し
た
の
が
原
発

そ
の
２
…
原
発
依
存
度
は
逓
減
せ
ざ

る
を
得
な
い
が
、節
電
が
最
大
の
電

源
に
な
る
。「
も
っ
た
な
い
」が
世
界

で
通
用
す
る
言
葉
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
３
…
今
後
の
経
済
成
長
を
牽
引

す
る
の
は
、エ
コ
製
品
の
普
及
と
省

エ
ネ
投
資
し
か
な
い
が
、政
府
は
そ

の
後
押
し
を
補
助
金
、税
制
改
革
で

後
押
し
が
必
要

「
日
本
経
済
の
ゆ
く
え
」

　

日
本
は
分
解
し
て
品
質
の
い
い
製

品
を
作
る
の
は
得
意
だ
が
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
テ
ィ
面
が
弱
い
の
で
、日
本
の
製

造
業
の
競
争
力
が
弱
ま
っ
た
。パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
は
こ
れ
で
サ
ム
ソ
ン
・

ア
ッ
プ
ル
の
挟
み
撃
ち
に
あ
っ
た
の

で
あ
る
。競
争
力
強
化
に
は
学
力
が

大
事
だ
が
、日
本
の
大
学
生
の
学
力

低
下
の
現
状
を
み
る
と
非
常
に
心
配

で
あ
る
。本
当
に
こ
れ
か
ら
は
大
変

だ
と
、講
演
を
締
め
く
く
ら
れ
た
。

佐
和
学
長
『
グ
リ
ー
ン
経
済
へ
の
歩
み
』

　
　
　
　
　
　
　
講
演
（
要
旨
）

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　タ
イ
ム

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　タ
イ
ム電子ヴァイオリン演奏

久米祐衣さん（大57）

佐和学長

名古屋市港区秋葉１－120
（国道302号南陽農協前交差点角）

TEL　052－301－5437

喫茶　ベル

鈴 木 俊 彦 （大33回）

株式会社 アルファコンサルティング
牧 野 博 和代表取締役 （大28回）

〒460-0002  名古屋市中区丸の内2－20－25
　　　　　　丸の内ＳＴビル9Ｆ
　　　　　　TEL（052）223-2011　FAX（052）223-2013
　　　　　　E-mail  info@alpha-consul.com
　　　　　　URL  http://alpha-consul.com

生命保険・損害保険37社を取り扱う代理店です。

予　告

平
成
25
年
度
　
陵
水
会
名
古
屋
支
部
総
会

平
成
25
年
6
月
16
日
㈰
11
時 

総
会
開
始
　
場
所: 

ル
ブ
ラ
王
山
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総
会
を
終
え
て片

岡
嘉
幸

（
大
25
）

　

総
会
の
参
加
者
に
若
い
人
の
参
加
が

少
な
い
の
で
、
ど
う
し
た
ら
若
い
人
に

参
加
い
た
だ
け
る
か
を
１
番
の
目
標
に

大
学
25
回
の
仲
間
と
月
１
回
酒
を
飲
み

な
が
ら
考
え
て
き
た
１
年
で
し
た
。
女

性
を
招
待
し
た
り
、
若
い
年
代
の
人
を

招
待
し
た
り
し
て
出
費
が
嵩
み
ま
し
た

が
、
様
々
な
人
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

少
し
ず
つ
同
期
の
結
束
が
図
れ
た
気
が

し
ま
す
。
究
極
の
若
い
人
で
あ
る
学
生

に
行
き
着
い
た
の
は
、
１
月
の
こ
ろ
だ
っ

た
気
が
し
ま
す
。
経
費
節
減
の
た
め
に

メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
を
試
行
し
た
り
、

会
員
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
も
将
来
の
た
め
と
考
え

ま
し
た
の
で
、
お
許
し
く
だ
さ
い
。
と

も
か
く
２
０
０
名
を
超
え
る
人
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
度
に
向
け
て

三
宅
郁
夫

（
大
26
）

　

来
年
の
総
会
の
主
幹
事
は
26
回
卒
で

す
。
陵
水
会
の
伝
統
を
守
っ
て
来
年
度

も
会
員
の
方
々
に
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
総
会
を
目
指
し
て
幹
事
一
同
頑
張
っ

て
い
く
所
存
で
す
。

　

毎
年
若
年
層
の
参
加
が
少
な
い
の
が

問
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
何
と
か
幹

事
一
同
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
、
ど
の
年
代

の
人
も
参
加
し
て
も
ら
え
る
総
会
を
企

画
い
た
し
ま
す
。

男声合唱団のコーラス

歓談する現役とＯＢたち 倉坪副支部長による乾杯

現役学生挨拶

懇親会スナップ

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
総
合
司
会

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
お
足
下
の
悪
い
中
、

２
０
０
名
を
超
え
る
会
員
の
皆
様
に

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

様
々
な
年
代
の
会
員
の
皆
様
が
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
懇
親
会
を
通
じ
て

交
流
を
深
め
て
い
た
だ
く
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
回
は
就
職
活
動
中
の
学

生
の
皆
さ
ん
の
特
別
参
加
も
あ
り
ま

し
た
。

　

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
の
知
識
や
体
験

か
ら
今
後
の
就
職
活
動
に
活
か
せ
る

知
識
を
得
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
は

良
い
人
材
を
得
る
た
め
に
良
い
交
流

の
場
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ご
来
賓
の
皆
様
、
ご
参
加
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

幹
事
の
皆
様
、
ご
準
備
お
疲
れ
様

で
し
た
。

　

総
合
司
会
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な

素
敵
な
会
に
携
わ
れ
た
こ
と
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
度
も
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

司
会
者
紹
介
　
　
　
　
　
中
島
真
理
（
大
58
）

就
職
案
内
に
参
加
し
て

塚
本
芽
来
美

（
現
役
）

　

こ
の
度
は
貴
重
な
会
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
見
ず
知
ら

ず
の
私
の
話
に
親
身
に
耳
を
傾
け
て
頂

い
た
こ
と
が
大
変
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
前
向
き
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。
お
時
間
を
割
い
て
頂
い
た
皆
様
に

深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。「
人
を
笑
顔

に
し
た
い
」「
支
え
に
な
り
た
い
」
と
い

う
想
い
を
実
現
し
「
塚
本
に
出
会
え
て

よ
か
っ
た
」
と
一
人
で
も
多
く
の
方
に

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
影
響
力
の
あ

る
人
間
に
な
る
こ
と
が
私
の
抱
負
で
す
。

司会、中島真理さん
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収　入　の　部 支　出　の　部
前年度繰越金
総会会費収入
支部会費収入
補助金収入
広告収入
寄附金収入
雑収入
　　　　計

平成23年度総会費用
印刷費
慶弔交際費
会議費
諸雑費
次年度繰越金

　　　　計

412,025
1,450,000

※１　658,000
125,400
120,000
95,000

※２　90,099
2,950,524

1,754,134
※３　451,917
110,000
45,710
21,385
567,378

2,950,524
（単位：円）

陵水会名古屋支部収支
報告書 自　平成23年３月１日

至　平成24年２月29日

※１　当年度分 前年度分
支部会費：2,000円×329名 316名
本部会費：3,000円×273名（代理集金）

※２　本部・支部からの祝儀、寸志及び預金利息
※３　印刷費には発送費も含まれる。

平成24年度陵水会名古屋支部会費納入者一覧表

平成24年７月31日現在　合計198名（前年300名）
※上記には、本部扱いによる金融機関口座からの自動引落納入者57名を含む。

杉山一雄

杉浦弘、井澤慶一
浅野恒彦、瀬尾且二、大脇昭三、垣本武郎
鈴木貴晴、七家亘康、馬路芳郎
夏原昭
森田三郎

小島章、山口孝夫
矢野浩一郎
河合万之助、加藤昌彦、勝忠男、木村善雄、山口修、鹿野磯夫
井箟英之、横関不二男
新畑貫市、河野洋久、祖父江清治、近藤勇雄、石井正樹
近藤実、柴宗平、清水有
岩田修司、伊與正道、石橋政雄、青井春美、七里年昌
神谷愼太郎、長谷川富三、坂清司
鍋野可幸、吉田正克、池田保男、伊藤英夫、木村秀夫、布藤久夫、
寄田昌二、脇田佳男、清水明、吉田宜正
杉山繁城、清水吉男、加藤伸、清水一冶、後藤寅二郎、榊原寛、
杉田嘉あき、西村泰徳、大西敏隆
深井精興、上原信彦、間瀬俊彦、辻瑛、小島興一、大野眞一
小林雍正、鶴森昭雄、内藤嘉美
伊藤靖久、国立徹、水野浩
加藤宗作、加藤俊二、福田勇夫、加藤公男、加藤嘉隆、川村憲一、
丹下義友、角井正澄、吉野祐次郎、森夲正、倉坪和久、尾形榮一、
嶋津導彦、山田建造、吉田武久
山中正行、青山一道、石原秀夫、市川弘幸、早川匡彦、古橋功朗、
森崎敏男、望月弘隆、牧野安宏、奥谷弘和
松坂光八郎、森下昭造、杉本佳彦、杉山皓造、村瀬英己、吉田稔

池口克彦、伊藤信行、南寿英二、青山政弘、岩田政三

岡田敏光、沓名隆夫、外山哲男、山口郁夫、春木隆助、松林茂晴、
加藤満
岩瀬昭一、原田准次、矢野栄一、石井和敏、板谷憲治、山口隆、
伊藤惠治
上中健人、村山明司、山内薫
松下和久、脇田秀昭、今井田昭三

太田昭憲、太田孝夫、小田切純子、木下貞之、山内佳紀、山本守、
三輪直樹、大山能孝
杉原隆義、松原伸行、石川良信、梛野誠、中田隆久、野瀬広司、
吉村謙司、近藤一菜、吉田誠
伊奈伸夫、加藤太伸、遠藤稔、伊藤広之、榎本尚哉、加藤己信、
児玉正治、鈴木幸一、林健一、三矢誠、村越勝美、吉田和正、
渡辺暢彦、片岡嘉幸、新美元博、野々山德雄
小泉亮一、山内喜栄、三宅郁夫
長谷川吉信、加藤英隆、伊藤博樹
神尾博孝、牧野博和
石川智里、知野広明、田中弘司
岸泰志、落合睦司、塚本浩三、澤木享弘
寺西基治、堀洋一、橋本衞、山田康博
石田宏、倉田弘継
長谷川裕一、鈴木俊彦、横井隆幸

赤川忍、金本斉晃、北村裕幸、堀尾熱生、志賀康仁
樋口偉久
夏見和史、渡邉忠守
増田健司

松田耕平

白井達也

栁瀬友歌

大島一彦、長谷川信三

佐藤択磨

本14
本20
本21
本22
本23
本24
東01
東03
工01
大01
大02
大03
大04
大05
大06
大07
大08

大09

大10
大11
大12
大13

大14

大15
大16
大17
大18
大19

大20

大21
大22

大23

大24

大25

大26
大27
大28
大29
大30
大31
大32
大33
大34
大35
大36
大37
大39
大40
大43
大44
大46
大47
大48
大49
大50
大58
大59
短04
短07
短18
短37
院02

卒回 氏　　　　名 卒回 氏　　　　名

予　告

平
成
25
年
度
　
陵
水
会
名
古
屋
支
部
総
会

平
成
25
年
6
月
16
日
㈰
11
時 

総
会
開
始
　
場
所: 

ル
ブ
ラ
王
山
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新
・
支
部
長
挨
拶

村
瀬
英
己

（
大
15
）

　

６
月
19
日
開
催
の
陵
水
会
名
古
屋

支
部
総
会
で
、
支
部
長
に
ご
承
認
い

た
だ
き
ま
し
た
大
学
15
回
卒
の
村
瀬

で
す
。
私
は
、
岐
阜
県
出
身
で
、
ト

ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
で
約
40
年
、
勤
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
森
本
前
支

部
長
の
考
え
を
引
き
継
ぎ
、「
彦
根
高

商
・
滋
賀
大
学
を
卒
業
し
て
良
か
っ

た
。
陵
水
会
々
員
に
な
っ
て
良
か
っ

た
」
と
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
様
、
活

動
を
す
す
め
て
参
り
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
年
次
幹
事
活
動
の
充
実
、
特

に
年
次
毎
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
女
子
学
生
が
、
40
％
近
い
大
学

の
実
態
を
認
識
し
、
女
子
卒
業
生
の

積
極
的
参
加
を
目
標
に
、
女
性
及
び

若
い
人
を
中
心
に
、
い
ろ
い
ろ
企
画

し
、
実
行
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
会
員
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
・
幹
事
長
挨
拶

松
林
茂
晴

（
大
19
）

　

こ
の
度
、
岩
田
前
幹
事
長
の
後
任
と

な
り
ま
し
た
十
九
回
卒
の
松
林
で
す
。

　

支
部
活
動
の
原
点
は
、
会
員
の
皆

様
の
「
陵
水
会
」
へ
の
「
想
い
」
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
「
想
い
」
を
皆
様

と
共
に
一
層
強
く
し
て
支
部
活
動
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
支
援
・
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

ご
寄
附
の
御
礼

榊
原　
　

明
（
高
商
20
）

杉
浦　
　

弘
（
高
商
21
）

山
口　
　

修
（
大
２
）

祖
父
江
清
治
（
大
４
）

南
野　

輝
久
（
大
５
）

平
野　

利
一
（
大
８
）

吉
田　

宣
正
（
大
８
）

吉
田　

正
克
（
大
８
）

西
村　

泰
徳
（
大
９
）

小
島　

興
一
（
大
10
）

森
夲　
　

正
（
大
13
）

村
瀬　

英
己
（
大
15
）

岩
田　

政
三
（
大
17
）

川
茂　

進
一
（
大
17
）

利
岡　

明
憲
（
大
18
）

富
田　

敏
夫
（
大
20
）

村
山　

明
司
（
大
21
）

村
山　
　

薫
（
大
21
）

脇
田　

秀
昭
（
大
22
）

吉
田　

和
正
（
大
25
）

濱
中　

準
史
（
大
27
）

　

平
成
22
年
か
ら
平
成
24
年
ま
で
以

上
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

お
陰
様
で
支
部
財
政
の
建
て
直
し

も
で
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

役
員
一
同

予　告

平
成
25
年
度
　
陵
水
会
名
古
屋
支
部
総
会

平
成
25
年
6
月
16
日
㈰
11
時 

総
会
開
始
　
場
所: 

ル
ブ
ラ
王
山

陵水会名古屋支部　支部役員

顧　　問
〃
〃
〃
〃

支 部 長
副支部長
幹 事 長
副幹事長
〃
〃
〃
〃
〃

会計幹事
監　　事

本科 21 回
大学　3回
大学　8回
大学 10 回
大学 13 回
大学 15 回
大学 15 回
大学 19 回
大学 22 回
大学 23 回
大学 23 回
大学 28 回
大学 30 回
大学 33 回
大学 21 回
大学 14 回

役職名 氏　　名 卒業年次
井 澤 慶 一
岡 田 　 一
吉 田 宜 正
小 島 興 一
森 夲 　 正
村 瀬 英 己
吉 田 　 稔
松 林 茂 晴
今井田　昭　三
小田切　純　子
三 輪 直 樹
牧 野 博 和
久 田 寿 一
横 井 隆 幸
山 内 　 薫
奥 谷 弘 和

陵水会名古屋支部　本部役員

大学　3回
大学 13 回
大学 10 回
大学 15 回
大学 19 回
大学　5回
大学　6回
大学　8回
短大　7回
大学 13 回
大学 14 回
大学 15 回
大学 17 回
大学 17 回
大学 21 回
大学 22 回
大学 30 回

役職名 氏　　名 卒業年次
岡 田 　 一
森 夲 　 正
小 島 興 一
村 瀬 英 己
松 林 茂 晴
南 野 輝 久
伊 與 正 道
吉 田 正 克
長谷川　信　三
倉 坪 和 久
奥 谷 弘 和
吉 田 　 稔
岩 田 政 三
簗　瀬　悠紀夫
山 内 　 薫
今井田　昭　三
久 田 寿 一

顧　　問
副理事長
理　　事
〃
〃

評 議 員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

後藤佳良税理士事務所

税理士　後　藤　佳　良（大24回）

〒462-0825　名古屋市北区大曽根1-15-11
TEL　052-991-5880
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石
橋
政
雄（
大
６
）

知
多
の
海
望
み
つ
枇
杷
の
袋
掛

知
多
半
島
の
丘
陵
地
は
果
物
の
産
地

で
あ
る
。
南
知
多
三
十
三
観
音
め
ぐ

り
の
途
中
に
見
掛
け
た
風
景
。

伊
輿
正
道（
大
６
）

無
頼
に
は
無
頼
の
矜
持
破
芭
蕉

人
は
み
な
矜
持
を
持
っ
て
生
き
て
ゐ

る
。
例
え
破
芭
蕉
の
様
な
無
頼
の
徒

に
も
そ
れ
な
り
の
矜
持
を
見
る
。

大
島
一
彦（
短
７
）

果
て
し
な
く
若
葉
幾
重
の
北
の
く
に

北
海
道
の
雄
大
な
る
景
色
を
見
た
ま

ま
句
に
し
て
見
ま
し
た
。

片
岡
嘉
幸（
大
25
）

街
路
樹
が
立
た
さ
れ
て
ゐ
る
炎
天
下

街
路
樹
が
猛
暑
の
炎
天
下
に
水
分
補

給
も
さ
れ
ず
立
た
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
が
仕
事
と
は
い
え
か
わ
い
そ
う
。

河
村
実
鏤（
大
７
）

夏
雲
に
身
を
乗
り
出
し
て
架
線
工

炎
天
下
で
送
電
鉄
塔
を
見
上
げ
る
と

雲
に
触
れ
ん
ば
か
り
に
身
を
乗
り
出

し
て
い
る
人
影
を
見
た
。

木
村
芳
夫（
大
８
）

や
ん
ち
ゃ
姫
帰
れ
ば
寂
し
虫
の
声

幼
な
児
の
成
長
を
見
守
れ
る
の
は
楽

し
い
も
の
だ
が
、
三
才
の
孫
を
東
京

に
送
り
帰
す
と
…
。

久
保　

昭（
大
６
）

哲
学
の
郷
艶
や
か
に
蓮
咲
き
ぬ

碧
南
市
油
ヶ
渕
近
く
の
哲
学
と
瞑
想

館
の
丘
下
の
蓮
池
に
大
賀
ハ
ス
が
満

開
に
咲
い
て
い
た
。倉

坪
和
久（
大
13
）

母
の
日
や
古
稀
の
息
子
の
わ
ら
べ
唄

九
十
三
才
の
母
は
私
が
誰
な
の
か
も

う
分
か
ら
な
い
。
が
、
耳
元
で
大
声

で
話
し
歌
う
と
嬉
し
そ
う
に
笑
う
。

榊
原　

明（
高
20
）

信
楽
の
狸
寄
り
添
ふ
七
変
化

信
楽
焼
の
狸
を
甲
賀
流
の
忍
者
と
云

う
事
に
し
て
忍
術
を
七
変
化
と
表

現
。
七
変
化
は
紫
陽
花
の
こ
と
。

柴　

宗
平（
大
５
）

鱈
汁
や
座
ぶ
と
ん
古
き
家
長
席

北
陸
で
は
助
宗
鱈
は
汁
や
煮
付
と
し

て
馴
染
の
も
の
で
あ
る
。
旧
家
で
は

食
事
も
畳
の
上
で
家
長
席
も
そ
れ
な

り
に
定
ま
る
。

南
野
輝
久（
大
５
）

静
や
静
一
目
千
本
吉
野
山

吉
野
山
で
の
義
経
と
静
御
前
の
涙
の
別

れ
。
二
人
は
二
度
と
会
う
こ
と
は
な

か
っ
た
。「
静
や
静
静
の
お
だ
ま
き
繰

り
返
し
昔
を
今
に
な
す
よ
し
も
が
な
」

　

現
在
の
機
能
は
次
の
通
り
で
す
。

１
．
機
関
紙「
名
古
屋
陵
水
」の
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
機
能
（
現
在
閲
覧

可
能
は
№
23
～
32
）。

２
．
彦
根
・
大
学
関
係
ト
ピ
ッ
ク
ス

や
名
古
屋
支
部
会
員
近
況
情
報

等
を
掲
載
。『
彦
根
だ
よ
り
』

（
ブ
ロ
グ
形
式
）

http://hikone.ryosui.jp

主
な
大
学
行
事
等

『
志
賀
大
学
・
地
域
と
大
学
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
～
２
０
１
１
／
11
／

14　

於
滋
賀
県
大
津
市
』

『
古（
い
に
し
え
）の
道
具
展
～

２
０
１
１
／
10
／
29

－

30
・
11

／
３　

於
滋
賀
県
多
賀
町
』

『
聖
と
俗
の
は
ざ
間
で
～
２
０
１
１

／
11
／
６
チ
ェ
ン
バ
ロ
＆
フ
ル
ー

ト
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ　

於
志
賀
大
学
経
済
学
部
講
堂
』

『
世
界
か
ら
見
た「
日
本
の
七
不
思

議
」と「
中
国
の
五
つ
の
爆
弾
」
～

２
０
１
１
／
11
／
10
岩
國
哲
人
氏
講

演
会　

滋
賀
大
学
経
済
学
部
講
堂
』

『
第
２
回
ホ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト
～

２
０
１
２
／
２
／
12
陵
水
男
声
合
唱
団

演
奏
会　

於
名
古
屋
市
港
文
化
小
劇
場
』

３
．
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
（
３
／
31

現
在
１
８
５
名
参
加
）
に
よ
る

会
員
の
交
流
。
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

４
．
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
『
陵
水
会
名

古
屋
支
部
』『
名
古
屋
陵
水
』

　
「
陵
水
会
名
古
屋
支
部
」
で
は
、

平
成
９
年
か
ら
月
に
一
度
の
「
交
友

サ
ロ
ン
」を
開
催
し
続
け
て
い
ま
す
。

名
づ
け
て
『
陵
水
亭
』

　

老
い
も
若
き
も
気
楽
に
集
ま
っ

て
、
時
々
は
彦
根
に
思
い
を
馳
せ
、

学
生
時
代
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
、

大
い
に
話
を
弾
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

〈
時　

間
〉	

原
則
と
し
て
毎
月
第
２
金
曜
日　

午
後
６
：
30
～

	

平
成
21
年
７
月
か
ら
第
２
金
曜

日
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

〈
場　

所
〉	

錦「
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
」10
階『
唐
観
月
』

〈
会　

費
〉
５
、０
０
０
円

〈
日　

程
〉

平
成
24
年	

10
月
12
日（
金
）　

11
月
９
日（
金
）

	

12
月（
休
み
）

平
成
25
年	

１
月
11
日（
金
）　

２
月
８
日（
金
）

	

３
月
８
日（
金
）　

４
月
12
日（
金
）

	

５
月
10
日（
金
）　

６
月
14
日（
金
）

N

〈桜通り〉

テレビ塔

〈
大
津
通
り
〉

〈錦通り〉

●NHK

●

芸術文化
センター

オ
ア
シ
ス
21

TEL　052－953－2820　／　0120－489953

名古屋市中区錦３－５－４
セントラルパークアネックスビル10F

東急ハンズアネックス 10階

唐観月

【
編
集
後
記
】

〔
原
稿
募
集
及
び
ご
意
見
を
！
〕

皆
様
の
原
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
テ
ー
マ
自
由

編
集
担
当　

吉
田　

稔
（
大
15
）

☎
FAX
０
５
２
―

７
５
１
―

２
０
１
０

E-m
ail  m

i_yoshida0502@
yahoo.co.jp

陵
水
俳
壇

自
句
自
解

陵水会名古屋支部
ホームページ情報コーナー

名古屋支部ホームページ
http://nagoya.ryosui.jp

『彦根だより』
http://hikone.ryosui.jp

陵
水
亭
話

『
陵
水
亭
』ご
案
内

本　社：名古屋市昭和区白金1丁目4番20号 〒466-0058
TEL：（052）872-6451　FAX：（052）882-2915

事 業 所：刈谷市小垣江町大津崎1番13 〒448-0813
TEL：（0566）25-1201　FAX：（0566）25-1202

水商電子（香港）有限公司：香港新界筌湾横龍街
水商電子（深セン）有限公司：中国広東省深セン市宝安区
水商電子（嘉善）有限公司：中国浙江省嘉善県経済開発区
URL：http://www.mizusho.co.jp/

代表取締役社長　橋本　衞（大31回営）　総務部　課長　髙橋和孝（大44回営）


